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夏

　７月１４日


　去年の秋。わたしはモンマルトルの近くに小さなアパルトマンを見つけた。その日から、わたしはその１室でひとり暮らしの気楽さを楽しんできた。

　今日はパリ祭。たまには街に出てみるのもいいかな。

　ときどき、わたしはどこかでいつか何かを間違ったような気が‥‥。
だから、わたしが今日の午後に彼の家に出かける気になったのは‥‥。
　けれども私がドアを空けると、待ち構えていたかのように彼が言った。
「ぼくはきのう、きみにメールしたんだ。だけど、‥‥」




　７月１５日

　今日は一日中何もしなかった。窓の外の屋根と空を眺めていただけ。
　曇り空の下で家々の屋根が今まで通りに見えている。わたしにはそれが何か不思議な・・・。

　７月２１日

　朝、思い立って持ち物をまとめはじめた。、午後、アパルトマンを引き払った。


秋


９月１９日、９月２０日、９月２２日、１１月３日



１１月1０日

　家では秋の賑やかさがすでに通り過ぎていた。兄たちはそれぞれの生活を取り戻す。
　もうすぐ冬支度が始まる。


　

　

　

　


冬　


　１
２月２０日

　少し前から遠くの山々には雪が降っていた。昨日の晩、この町も一面の雪景色となった。朝早くにわたしは生垣の外まで出てみて・・・

　

　

　


春

３月３日


　今、わたしの娘シジルは新しいゆりかごの中で両手こぶしを打ち振って笑っている。
　春の気配はもうすぐそこに・・・
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